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【協議会の概要】
①設立年

2012年～

②構成員・代表者（又は団体）

【協議会の特徴・理念】
厚真町の地域資源の活用と美しい景観の保全、歴史・伝統文化の伝承、地域特産物づくり等魅力ある地域づくりを進め、都市住民との交流

促進を進めるとともに、グリーン・ツーリズムを核とした都市との交流ビジネスを育成し、地域の活性化を官民協同で推進する。

【主なコンテンツの種類及び実績】【地域の概要】
①自然環境

②人口
厚真町：4,437人(2020年)

③主な産業

④イベント等
あつま田舎まつり(６月中旬)

あつま国際雪上３本引き大会(1月中旬)

厚真町グリーン・ツーリズム
運営協議会

（会員数42人内農家25人）

●農業
厚真川流域に広がる肥沃な農地

のもとで稲作や大豆、てんさい、
ばれいしょなどの畑作、カーネー
ションなどの花き、勇払原野に自
生していたハスカップなどの栽培
が行われている。また、６次産業
化の取組として、町内で生産され
たハスカップを用いた「ゼリー」
や「ジャム」等も販売されている。

北海の南西部に位置し、南北に
細長く、太平洋に面した農村地
帯です。

事務局：厚真町産業経済課

③協議会設立の経緯（きっかけ）
地域資源の活用と美しい景観の保全、歴史・伝統

文化の伝承、地域特産物づくり等魅力ある地域づく
りを進め、都市住民との交流促進を進めるとともに、
交流ビジネスを育成するため設立。

④協議会の活動内容
・定期総会（5月）
・体験・交流の推進(ワンストップ窓口、

学生用長靴貸与等の農家民泊等受入支援)
・特産品及び地場産品の普及
・広報・宣伝活動(媒体でのPR等)
・体験型観光整備(インストラクター養成講座等)
⑤現在の課題
・受入れ農家が高齢であることから、新型コロナ感
染症感染リスク回避のため体験のみとし宿泊受入れ
中止の方向で検討中

【利用者の形態】
・国内 100%

（協議会受付10％、千歳観光連盟受付90％）

【利用者の声】
・今は震災からの復興のイメージが強いが、食べ物や
自然、温泉施設など良い面がある。

・キャッシュレス化を地域全体で進めてほしい。

③利用状況

②体験メニュー

①宿泊者数（人）
年度 農家民泊
H29 146
H30 58
R1 106

ハスカップ狩り、いも掘り、枝打ち体験、ジャムづくり、
ソーセージづくり、豆腐づくりなど
※受入れ人数は不明



【特徴的な取組】

【連絡先】
代表窓口：厚真町グリーン・ツーリズム運営協議会

（事務局 厚真町役場産業経済課内 担当 TEL0145-27-2486 FAX0145-27-3944）

＜宿泊＞
○ 教育旅行生を農家民泊で受け入れている。

＜アクティビティ＞
○ ハスカップ狩り、いも掘り、枝打ち体験、ジャムづくり、ソーセージ
づくり、豆腐づくりなど。

＜特徴的な取り組み＞
○教育旅行受入れの支援（ワンストップ窓口機能、受入れ農家に対して体験学習用長靴、
軍手等を貸与）

○ 教育旅行のほか、百年以上前に建てられた古民家を解体して、別の場所に建て直す
移築再生に取り組み、グリーン・ツーリズムの拠点を目指している。

いもの選別体験の様子
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